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企
業
が
継
続
的
に
利
益
を
生
む
た
め
に
は
、
売

上
の
増
加
が
不
可
欠
で
す
。
売
上
と
は
価
格
×
数

量
。
価
格
を
上
げ
れ
ば
数
量
は
減
る
。
価
格
を
下

げ
れ
ば
売
れ
る
け
れ
ど
収
益
は
最
大
に
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
レ
ベ
ニ
ュ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
す
。
直
訳
す
れ
ば
「
収
益

管
理
」。
商
品
の
価
格
や
提
供
す
る
量
を
、
需
要

や
企
業
の
戦
略
に
応
じ
て
変
動
さ
せ
ま
す
。

　
代
表
的
な
の
が
航
空
券
で
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
見
れ
ば
「
早
割
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
料
金
体
系

が
あ
り
、
選
択
で
き
ま
す
。
同
じ
ク
ラ
ス
で
あ
れ

ば
、
ど
の
料
金
で
あ
ろ
う
と
、
機
内
で
の
サ
ー
ビ

ス
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。ホ
テ
ル
業
界
も
そ
う
で
す
。

　
大
規
模
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
日
に
よ
っ
て
価
格
を

変
え
る
と
い
う
取
り
組
み
が
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
客
に
し
て
み
れ
ば
選
択
の
幅
が
広
が
り
ま

す
。
ま
た
、
安
い
価
格
日
に
客
が
移
れ
ば
混
雑
が

緩
和
さ
れ
、
高
い
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
も
客
の

満
足
度
は
上
が
る
で
し
ょ
う
。

　
ど
う
い
う
売
り
方
を
す
れ
ば
客
の
満
足
度
を
下

げ
ず
に
売
上
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
情
報

を
収
集
し
、
現
状
を
分
析
し
て
価
格
を
設
定
す

る
、
そ
の
管
理
の
仕
方
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
現

代
で
は
ネ
ッ
ト
上
の
口
コ
ミ
の
影
響
は
小
さ
く
な

く
、
評
判
の
管
理
も
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
革
新
的
な
情
報
技
術
の
進
歩
で
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
・
業
種
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

を
伴
わ
な
い
価
格
の
上
昇
は
、
短
期
的
に
は
売
上

増
に
な
り
ま
す
が
、
長
期
的
に
は
評
判
を
下
げ
、

利
益
を
損
な
い
ま
す
。
企
業
は
長
期
的
な
視
野
で

考
え
、
売
上
の
数
字
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
を

見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
私
の
専
門
の
管
理
会
計
と
も
つ
な
が
り

ま
す
。
レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
顧
客
管
理

と
か
ら
め
て
見
て
い
く
と
、
興
味
深
い
も
の
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
究
で
、
企
業
に

も
、
客
や
従
業
員
に
も
幸
福
に
つ
な
が
る
よ
う

な
、
変
動
価
格
の
設
定
な
ど
を
提
示
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

広がるレベニューマネジメント

青
木
　
章
通

経
営
学
部
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

（
あ
お
き
・
あ
き
み
ち
）
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
商

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
研
究
分

野
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
管
理
会
計
、
顧
客
別
収
益
性
分

析
。
著
書
に
『
管
理
会
計
』(

共
著)

な
ど
。

公
開
講
座
情
報

法
学
部
１
４
０
回
連
続
講
演

会　
創
立
１
４
０
年
を
記
念
し

２
０
１
５
年
か
ら
開
催
し
て

き
た
公
開
連
続
講
演
会
は
、

法
学
部
の
教
員
や
卒
業
生
が

毎
回
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
論
じ
る
。
い
よ
い
よ
今
期

で
１
４
０
回
を
迎
え
る
。
事

前
申
し
込
み
不
要
、
無
料
。

▽
期
間

５
月
７
日
〜
７
月

19
日
の
火
、
金
。
一
部
土
曜

日
（
６
月
15
日
、
７
月
６

日
）
▽
時
間

火
曜
日
18
時

15
分
〜
19
時
45
分
／
金
曜
日

19
時
〜
20
時
30
分
／
６
月
15

日
10
時
45
分
〜
12
時
15
分
／

７
月
６
日
14
時
〜
15
時
30
分

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

５
４
１
教
室

※
講
師
、
テ
ー
マ
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照

問
神
田
教
務
課
☎
03
・
３
２

６
５
・
５
８
４
３

経
済
学
部
公
開
講
座
「
米
中

二
極
時
代
の
世
界
経
済
と
そ

の
行
方
」

　
経
済
学
部
の
教
員
が
テ
ー

マ
別
に
世
界
経
済
の
現
状
を

分
析
し
今
後
の
行
方
を
予
測

す
る
。
全
６
回
。
１
回
だ
け

の
受
講
も
可
。
無
料
。

▽
期
間

５
月
11
日
〜
６
月

15
日
の
毎
週
土
曜
日
▽
時
間

10
時
45
分
〜
12
時
15
分
▽

場
所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１

０
１
０
３
教
室
▽
講
師

大

橋
英
夫
教
授
／
野
口
旭
教
授

／
矢
野
貴
之
教
授
／
稲
田
十

一
教
授
／
塙
武
郎
教
授
／
内

川
秀
二
教
授

▽
申
し
込
み

５
月
８
日

（
水
）
ま
で

に
、
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム

（
上
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
か
は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
で
。

問 

□申 

教
務
課
（
経
済
学
部

担
当
）
「
公
開
講
座
係
」
☎

０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
５

７

E-mail
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学
内
外
で
顕
著
な
活
躍
を

し
た
サ
ー
ク
ル
・
学
生
団
体

を
表
彰
す
る
学
生
部
長
賞
の

２
０
１
８
年
度
表
彰
式
が
３

月
６
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
、
次
の
３
団
体
が

受
賞
し
た
。
阿
藤
正
道
学
生

部
長
か
ら
賞
状
と
賞
金
が
授

与
さ
れ
た
。

▽
ギ
タ
ー
同
好
会
（
田
中
翼

代
表
・
文
４
）
昨
年
末
、
第

50
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

た
。

▽
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
水
野
佑
香

代
表
・
商
４
）
鳳
祭
な
ど
学

園
祭
で
ダ
ン
ス
を
披
露
。
昨

年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
で

は
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

出
演
し
た
。

▽
国
際
交
流
協
力
サ
ー
ク
ル

Ｓ
・
Ｉ
・
Ａ
（
嶋
田
小
鉄
代

表
・
法
４
）
回
収
し
た
書
き

損
じ
は
が
き
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
通
じ
て
途
上
国
の
支
援

に
充
て
て
い
る
。

学生部長賞に３団体

受賞団体の代表と阿藤学生部長

（前列左から３人目）ら

　
関
連
企
画
と
し
て
映
画

『
疎
開
し
た
40
万
冊
の
図

書
』（
２
０
１
３
年
・
本
編

１
０
２
分
）
の
上
映
会
と
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
が
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
２
回
、開
催
さ
れ
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
東

京
・
日
比
谷
図
書
館
か
ら
学

生
ら
が
蔵
書
を
郊
外
に
運
び

出
し
、
戦
火
か
ら
本
を
守
っ

た
と
い
う
史
実
に
迫
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
上
映
会

【
分
館
休
館
の
お
知
ら
せ
】
図
書
館
生
田
分
館
は
改

修
工
事
の
た
め
、
６
月
30
日（
日
）ま
で
、
休
館
い
た

し
ま
す
。
休
館
期
間
中
は
、
生
田
分
館
の
閲
覧
室
に

配
架
さ
れ
て
い
る
図
書
資
料
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

の
前
後
に
、
植
村
八
潮
文
学

部
教
授
が
当
時
の
時
代
背
景

な
ど
を
解
説
す
る
。

▽
第
１
回

４
月
24
日（
水
）

２
号
館
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ

オ
２
０
２
▽
第
２
回

25
日

（
木
）
９
号
館
92
Ａ
会
議

室
。
時
間
は
両
日
と
も
10
時

45
分
〜
。申
し
込
み
不
要
。入

場
無
料
。
問
図
書
館
本
館
☎

０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
７
４

上
映
会
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

い
た
。

　「
向
井
信
夫
文
庫
」
の
江

戸
期
和
本
な
ど
本
学
図
書
館

所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
多
く

出
展
。
な
か
で
も
戦
後
、
言

論
活
動
の
活
発
化
に
よ
り
多

数
発
行
さ
れ
た
大
衆
娯
楽
誌

「
カ
ス
ト
リ
雑
誌
」は
初
公
開

と
な
る
。
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
学
科
開
設
に
伴
い
、

同
学
科
を
は
じ
め
と
す
る
文

学
部
の
協
力
で
企
画
し
た
。

　
６
月
１
日
（
土
）
ま
で
。

時
間
は
平
日
正
午
〜
16
時
30

分
。
土
曜
10
〜
14
時
。
日
曜

お
よ
び
４
月
29
日
（
月
祝
）

〜
５
月
４
日
（
土
）
休
み
。

会
場
は
図
書
館
本
館
研
修
室

（
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館

３
階
）。

　
図
書
館
主
催
の
企
画
展

「
時
代
に
ゆ
れ
た
表
現
の
自

由
〜
江
戸
か
ら
平
成
、
そ
し

て
○
○
〜
」
が
４
月
８
日
か

ら
始
ま
っ
た
。
江
戸
期
か
ら

現
代
ま
で
、
法
の
規
制
な
ど

に
よ
る
発
売
禁
止
や
自
主
規

制
で
発
表
を
見
送
っ
た
書
物

や
絵
画
１
０
０
点
以
上
を
展

示
し
て
い
る
。

　
風
俗
を
壊
乱
す
る
と
し
て

発
禁
処
分
に
な
っ
た
永
井
荷

風
の
代
表
作
『
ふ
ら
ん
す
物

語
』。
人
種
差
別
に
触
れ
る

と
改
変
さ
れ
た
絵
本
『
ち
び

く
ろ
・
さ
ん
ぼ
』（
日
本
語

版
）
…
…
訪
れ
た
学
生
た
ち

は
興
味
深
そ
う
に
見
入
っ
て

図
書
館
本
館
研
修
室
で
企
画
展
開
催
中

発
禁
本
な
ど
展
示 

初
公
開
も

「
時
代
に
ゆ
れ
た
表
現
の
自
由
」

　
数
年
前
か
ら
、「
日
本
脚

本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
推
進
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」（
Ｎ
Ｋ
Ａ

Ｃ
）
と
い
う
組
織
の
活
動
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
制
作
現

場
で
使
わ
れ
る
「
脚
本
」

は
、
出
版
物
で
は
な
い
た

め
、
こ
れ
ま
で
図
書
館
で
収

集
・
保
存
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
１
９
７
０
年
代
以
前
の

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
作

品
は
、
映
像
や
音
声
が
放
送

局
に
残
っ
て
い
な
い
こ
と

も
多
く
、
当
時
の
放
送
文

化
を
知
る
唯
一
の
手
掛
か
り

は
脚
本
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
現
存
す
る
脚
本
を

体
系
的
に
収
集
・
保
存
・
管

理
し
て
公
開
し
よ
う
と
い
う

の
が
、
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｃ
の
活
動
で

す
。
現
在
ま
で
に
、
約
８
万

点
の
脚
本
を
収
集
・
管
理

し
、
う
ち
約
７
万
点
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
て
公
開
し
て

い
ま
す
（https://www.nk

ac.jp/

）。

　
言
語
学
の
立
場
か
ら
言
え

ば
、
こ
の
脚
本
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
の
活
動
は
非
常
に
魅
力
的

で
す
。
脚
本
を
時
代
ご
と
に

収
集
し
、
体
系
的
に
保
存
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
時
代

で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
分

析
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
が
得

ら
れ
る
か
ら
で
す
。
ド
ラ
マ

の
脚
本
は
、
そ
の
当
時
の
言

葉
づ
か
い
を
知
る
た
め
の
手

掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
、

格
好
の
資
料
で
す
。
脚
本
を

通
し
て
、
そ
の
時
代
の
最
先

端
だ
っ
た
社
会
風
俗
や
ト
レ

ン
ド
を
、
言
葉
の
側
面
か
ら

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
す
。

　
３
月
23
日
、
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｃ
主

催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
脚
本

で
振
り
返
る
『
平
成
』
と
い

う
時
代
」
が
都
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
放
送
関
係
者
や

脚
本
家
、
一
般
客
ら
が
詰
め

か
け
る
中
、
大
学
院
文
学
研

究
科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻

の
松
下
晶
子
さ
ん（
２
年
次
）

と
共
同
で
、
脚
本
の
言
語
学

的
な
分
析
例
に
つ
い
て
研
究

発
表
を
し
ま
し
た
。

　
著
名
な
脚
本
家
で
あ
る
故

市
川
森
一
氏
に
よ
る
脚
本

（
40
作
品
分
・
約
63
万
語
）

を
デ
ー
タ
化
し
た
「
市
川
森

一
脚
本
コ
ー
パ
ス
」
を
利
用

し
て
、
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ

れ
る
終
助
詞
が
１
９
９
０
年

代
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か

け
て
激
減
す
る
こ
と
や
、

「
あ
な
た
」「
あ
ん
た
」
が

男
女
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い

る
実
態
を
数
値
で
示
し
、
脚

本
が
持
つ
言
語
資
料
と
し
て

の
有
効
性
を
示
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
デ
ー
タ
科
学
と
し

て
の
言
語
研
究
「
コ
ー
パ
ス

言
語
学
」
が
活
況
を
呈
し
て

い
ま
す
。
従
来
、
文
学
の
領

域
で
行
わ
れ
て
き
た
「
文
体

論
」
の
研
究
を
、
大
規
模
な

言
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
コ
ー

パ
ス
）
を
用
い
て
行
う
「
コ

ー
パ
ス
文
体
論
」。
脚
本
を

コ
ー
パ
ス
と
し
て
使
い
、
脚

本
家
ご
と
・
時
代
ご
と
に
比

較
す
る
文
体
論
的
研
究
に
発

展
さ
せ
る
べ
く
、
日
々
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

丸
山
岳
彦
（
文
学
部
日
本
語
学
科
教
授
・
コ
ー
パ
ス
日
本
語
学
）

『
脚
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』と
コ
ー
パ
ス
日
本
語
学

寄

稿

シンポジウムで分析結果を発表する丸山教授

ポスター発表を行った丸山教授（右）と松下さん

表
現
の
自
由
を
テ
ー
マ
に
１
０
０
点
以
上
を
展
示


